
寒河江市で活動する地域おこし協力隊の日々の様子や取り組みをお伝えします。No.202310-1

さがえ協力隊通信
寒河江市

地域おこし協力隊ページ

本紙は地域おこし協力隊自身が執筆・編集を行い、毎月下旬に発行します。各号毎に各隊員のクローズアップや特集記事など趣向を凝らしていきます。

10

寒河江市で初めて「おてつたび」というプ
ラットフォームを利用した関係人口創出を試み
ました。「おてつたび」は、お手伝いをして収
入を得ながら旅をしたい人と、人手不足に悩む
地域の農家さん等の事業者をマッチングする
サービスです。今回は、長野県と宮城県から来
てくださり、市内の果樹農家さんのもとで３日
間お手伝いをしていただきました。
参加者にはお手伝い

以外にも、寒河江の食
や温泉を楽しんでいた
だきました。
寒河江での仕事と、

食文化や観光を同時に
体験いただける仕組み
なので、今後も多くの
人に来ていただきたい
と考えています。

人材マッチング『おてつたび』

10月に入りすっかり肌寒くなりました。
クマも冬眠の準備をしているのか、山の近く

では民家の近くでもクマが目撃されました。研
修先の農家さんの畑でも、夜のうちにクマがリ
ンゴを食べていった痕跡が残っていました。
私の畑も山の方にあるので、リンゴの葉摘み

やアルミシート敷きなどの作業の時はラジオを
大きな音で流しながら行っています。
私の畑では、クマの形

跡はまだ見つかっていま
せんが、近くでシカやカ
モシカを見つけました。
クマに襲われたという

ニュースも耳にするので、
ラジオで音を立てたり複
数人で作業するなどのク
マ対策をしながらの作業
を心がけましょう。

『畑仕事もクマに注意！』

小林 勇気
こばやし ゆうき

活動2年目

農林課所属

活動2年目

企画創成課所属

清政 朱音
きよまさ あかね

休憩時間の懇談

お仕事の風景

畑のカモシカ

様子見するシカ



寒河江市で活動する地域おこし協力隊の日々の様子や取り組みをお伝えします。No.202310-2
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地域おこし協力隊ページ

本紙は地域おこし協力隊自身が執筆・編集を行い、毎月下旬に発行します。各号毎に各隊員のクローズアップや特集記事など趣向を凝らしていきます。
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10月といえばハロウィン。昨年に引き続き、
ハロウィンなどの装飾で大活躍の「アトラン
ティックジャイアント」を育てました。 今年は
猛暑の影響もあり、収穫が８月中になってしま
う異例の事態がありましたが、初めてチャレン
ジした保存方法も功を奏し、なんとかこの時を
迎えることができました。 今年は、市内のホテ
ルで飾っていただき、とてもかわいくデコレー
ションしてもらいました。
イベントなど

が通常開催され
るようになって
きたので、この
ハロウィン用の
かぼちゃをたく
さん育てて、飾
ってもらえると
嬉しいです。

『ハロウィンかぼちゃ』

森川 宏輝
もりかわ ひろき

活動2年目

農林課所属

『発明くふう展入賞！』

発明くふう展入賞作品

10月半ばに（公社）山形県発明協会が主催す
る第58回山形県発明くふう展が開催されました。
小学生から大人まで、創意工夫を凝らした発

明作品を出品し、優れた作品には県知事賞など
が授与されます。
さがえ少年少女発明クラブからも作品を出品

し、見事に２名の作品が入賞しました。
１つは陵西中１年 滝田光陽さんの「手押し

車アタッチメント」が山形
市議会議長賞、もう１つは
寒河江小３年 安孫子未央
さんの「れいぞうこのみは
りばん」が優良賞です。
滝田光陽さんの作品は、
全国展出品となります。
おめでとうございます！
ご協力いただいた皆さん

ありがとうございました。

活動2年目

鈴木 郁
すずき かおる

学校教育課所属

発明くふう展展示風景

ハロウィンのデコレーション

アトランティックジャイアント


